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地域で不足する医療機能に関する要請 （外来医療計画関連）

・外来医師多数区域である福井・坂井医療圏の新規開業希望者（診療所の移転や開設者変更の場合の開設許可

申請や届出を行う者を含む。）に対し、不足する医療機能を担うよう要請

・要請に対する新規開業者の合意の状況、また合意しない場合はその理由等について協議の場で確認を行い、その結果を

県のホームページなどで公表

（坂井地域は人口あたりの診療所医師数、病院・診療所数が県内で最も少ないため、新規開業者に合意までは求めない。）

【不足する医療機能】①訪問診療、往診

②休日当番医（休日、夜間に輪番による在宅当番医や休日・夜間急患センターに参加している医師または医療機関）

③休日における外来診療（休日とは、日曜および国民の祝日に関する法律により規定している休日）

①外来医師多数区域に所在する保健所は、新規開業希望者が診療所開設に関する事前相談に来所する機会や開設の

届出様式を入手する機会に、当該区域での開業に当たって地域で不足する医療機能を担うよう要請

② 新規開業者は、届出様式の「地域で不足する医療機能のうち提供する医療機能等の欄」に提供する機能等を記入し、

所管する保健所に提出

③新規開業者の要請に対する合意状況については、「外来医療に関する協議の場」（地域医療構想調整会議）で確認し、

合意しない場合は、協議の場において当該新規開業者との間で協議

要請内容

要請手順
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（参考）診療所開設届書 様式の抜粋

（参考）診療所開設届書 様式の抜粋
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地域で不足する医療機能に関する届出状況等 （外来医療計画関連）

福井市内における医科診療所の開設状況（令和６年５月～令和６年１１月）

医療機関の名称 開設届出日 届出事由 所在地 主な診療科
不足する医療機能の提供

訪問診療、往診 休日当番医 休日外来 提供しない

ケアラボクリニック 5/1 開業 灯明寺 内科、小児科 ○

ふくい内視鏡・胃腸クリニック 5/27 開業 宝永 内視鏡科、消化器内科、内科 ○

ふくいはるえ内科・泌尿器科ク
リニック

7/10 開業 下六条 内科、泌尿器科、腎臓内科 ○

木田整形外科 10/1 個人 → 法人木田 整形外科、リハビリテーション科 ○

さくら通り整形外科クリニック 10/3 個人 → 法人日之出 整形外科、リハビリテーション科、内科 ○ ○

診療所の名称 不足する医療機能を提供しない理由 提供しない理由の妥当性（案）

ケアラボクリニック
施設入所者（医療型特定短期入所）を対象とした診療所であり、幅

広い患者を対象とした外来医療は提供していないため。

幅広い患者を対象とした外来医療を提供して

いないため、再要請の対象外としてはどうか。

ふくい内視鏡・胃腸クリニック 不足する医療機能を提供する体制が整っていないため。

消化器内視鏡を主とする診療所であり、不足

する医療機能を担うことが難しいと考えられ

るため、再要請の対象外としてはどうか。

不足する医療機能を提供しない医療機関とその理由

• 外来医療計画においては、要請に対する新規開業者の合意の状況、また合意しない場合はその理由などについて協議の

場で確認することとしている。

• 不足する医療機能を提供しない理由については、その妥当性を確認する必要があるため、上記の（案）が適切かどうかご

意見を伺いたい。
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• 地域ごとに人口構造が急激に変化する中で、将来にわたり地域で必要な医療提供体制を確保し、適切な医療サービスを提

供するため、以下の基本的な考え方に基づき、制度改正を含め必要な対応に取り組み、実効性のある総合的な医師偏在対

策を推進する。

• 総合的な医師偏在対策について、医療法に基づく医療提供体制確保の基本方針に位置付ける。

医師偏在の是正に向けた総合的な対策パッケージ（令和6年12月25日公表）

基本方針
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医師偏在の是正に向けた総合的な対策パッケージ資料（R6.12.25）から抜粋
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第190回社会保障審議会医療保健部会（R6.12.19）資料から抜粋
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医師偏在の是正に向けた総合的な対策パッケージ資料（R6.12.25）から抜粋
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外来医療計画に基づく取組みの今後の方向性について

• 地域で不足する医療機能の提供に関する合意状況の確認については、医師偏在の是正に向けた総合的な対策パッケージ

に記載の取組を基に実施したい。

• 国のガイドラインの検討・策定の状況について、今後の地域医療構想調整会議等で情報共有したい。

• 国のとりまとめ資料では、地域で不足している医療機能等については、外来医療の協議の場（本県では地域医療構想調整

会議を想定）での協議内容を踏まえ、事前に公表するとされているため、今後の協議や調査等にご協力いただきたい。

今後の方向性
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• 第8次医療計画に関する厚生労働省のガイドラインでは、「外来医師多数区域における新規開業者に対しては、地域で不足

する医療機能を担うことに合意が得られた事項に関して、地域の医師会や市町村と情報共有する等、フォローアップを行うこ

ととする。」としている。

• 新たな外来医療計画では、県と関係機関が連携して状況を確認するなど合意内容の実効性を確保することとした。

外来医療計画における新たな取組

• 県がレセプトデータ等を基に合意内容の実施状況を確認し、福井県医師会と福井市医師会において、その結果を確認してい

ただき、実施状況が確認できない医療機関については、県が聞取りを行ったうえで、合意内容の実施を再度要請するとした。

令和６年度第１回地域医療構想調整会議で提示した確認方法（案）

令和６年１２月２５日 厚生労働省 「医師偏在の是正に向けた総合的な対策パッケージ」を公表
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